
 こんにちは。日本共産党福山市議団です。 

私たちは６月定例市議会で、市民運動と力を合わせ、住民の切実な願い実現に全力をつくし

ました。この間の議会活動をご報告いたします。 
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式部昌子議員が代表質問  
核核兵兵器器廃廃絶絶ののアアピピーールルをを世世界界にに    

  「核兵器のない世界へ」とオバマ米大統

領が演説。 世界は変わりつつあります。

「市長を先頭に、核兵器廃絶の力強いアピ 

ールを世界に発信されては」と提案。羽田皓市長は「核廃絶

と恒久平和の実現に向け平和行政を推進する」と答えました。 

鞆鞆港港埋埋立立架架橋橋計計画画はは撤撤回回をを  ― 県の埋め立て免許認

可申請からすでに１年が経過。県は、国交省の補足説明の

求めにいまだ回答できていません。福山市はあくまで埋め立

て架橋計画を前提にした鞆のまちづくりを進めようとしていま

す。法手続きを無視した市の姿勢は許されません。埋め立て

架橋計画は撤回し、今すぐ住環境整備や防災対策、歴史的

建造物の保存・改修などに取り組むべき、と追及しました。 

〈式部議員の質問項目〉 
 市長の政治姿勢 ― 核兵器廃絶のアピールを福山市から 

 国保税の引き上げ中止、医療費負担軽減制度の充実を 

 介護保険― 新要介護認定制度見直し。介護報酬引き上げを 

 後期高齢者医療制度は廃止。資格証は発行しないこと 

 中小企業・業者支援 の強化を 

 「派遣切り」するな。公共分野で失業者の働く場の確保を 

 都市農業 ― 市街化区域内農地の固定資産税減免を 

 芦田町圃場整備 ― 本来の目的から逸脱。市税投入は撤回せよ 

 福山道路・福山西環状線・福山沼隈道路の沿線住民の声を代弁 

 神辺川南まちづくり計画 ―住民アンケートをもとに 

 雇用促進住宅の全廃計画は撤回を 

 福山駅前地下送迎場計画は危険な構造、地元住民も反対 

 鞆架橋計画の撤回。下水処理整備、車の離合地増、軽消防車・
救急車・消防バイク配備、空き家活用・歴史的建造物改築を 

 子どもの貧困対策、教職員の多忙化解消、特別支援教育充実、
放課後児童クラブ整備を 

 「解同」への団体補助金やめよ 

中中小小業業者者のの仕仕事事おおここしし・・雇雇用用創創出出をを  

国の緊急経済対策交付金を活用した市の事

業について、「直接、中小業者の仕事や雇止め

された労働者の雇用には効果が弱い」と指摘。

「工夫すれば仕事・雇用を増やすことができ

る」とし、未申請分（交付予定額の約５割）に

ついて、積極的な事業展開を強く求めました。 

漁漁業業者者のの意意見見をを汲汲みみつつくくししたた積積極極的的なな振振興興策策をを  

漁業は食料供給、環境保全、生態系維持など、重要な役割を

担っています。魚の産卵や稚魚を育てる藻場づくり・築磯、稚

魚や稚貝の放流など、漁業振興策は地元漁業者の要望・意見を

十分に聞き、より効果的なものとするよう要求しました。 

芦芦田田町町圃圃場場整整備備問問題題･･市市職職員員書書類類送送検検    

 「市職員の公文書偽造問題や、農地利用され

てない土地は本来の目的から逸脱」と厳しく追

及しました。 

踏踏切切にに警警報報機機・・遮遮断断機機のの設設置置をを  
福塩線小境踏切（御幸町）に警報機・遮断機

を設置するようＪＲ西日本岡山支社

に対し要請し、市に対しても要望。

同踏切では今年４月、耳の不自由な

女性が列車にはねられ亡くなりまし

た。現在、みなさんと署名運動を行

っています。 

新新・・要要介介護護認認定定制制度度  ４月実施の新しい
要介護認定制度による認定結果について質問。

申請した５４２人のうち１２２人（２３％）が

従来の要介護度より軽度に判定されたことが

判明。重度になった人は２０％でした（５月末

現在）。ケアマネジャーからの聴き取り調査を

もとに、「旧基準で明らかに要介護となる人が、新基準で必要

な介護を利用できなくなる事態があってはならない」と追及。

介護度が下がった人の実態調査・新認定制度の検証を要求。

国に新認定制度の中止・改善を求めるよう要望しました。 

介介護護労労働働者者のの報報酬酬単単価価  介護報酬単価が引き上げられ
ましたが、職員給与へは反映されておらず、改善を求めました。 

子子どどもものの貧貧困困対対策策 日本は子どもの７人
に１人が貧困という「子ども貧困大国」に。「子

どもの目線に立ち、積極的施策を」と、①中学

校卒業まで医療費完全無料②就学援助制度拡

充③各学区に児童館設置④中学校完全給食の

実施を求めました。 

教教職職員員のの多多忙忙化化解解消消をを 福山市は、初任教諭の病休や
退職数の多さが新聞・テレビでも報道される異常な状況です。

先生たちは「シラバス・カレンダー」をはじめ、膨大な市教

委への提出書類に追われ、「子どもたちとかかわる時間が持て

ない」と切実です。過重労働や多忙化解消の取り組みを求め

ました。 

ＪＲ西日本岡山支社へ
要望書提出＝4月 28日 
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